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近
代
日
本
研
究
第
三
十
五
巻
（
二
〇
一
八
年
度
）

資
料
紹
介福

沢
諭
吉
関
係
新
資
料
紹
介

福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー

Ⅰ

福
沢
諭
吉
書
簡

『
福
沢
諭
吉
書
簡
集
』（
岩
波
書
店

平
成
十
三
年
〜
十
五
年

以
下
『
書
簡
集
』
と
略
す
）
未
掲
載
で
、『
近
代
日
本
研
究
』

第
三
十
四
巻
刊
行
以
降
見
出
さ
れ
た
書
簡
を
載
録
す
る
。
掲
載
は
発
信
年
月
日
順
と
し
、
体
裁
は
す
べ
て
『
書
簡
集
』
の
形
式
に

従
っ
た
。
詳
し
く
は
『
書
簡
集
』
第
一
巻
所
収
の
凡
例
を
参
照
さ
れ
た
い
。
な
お
、
書
簡
番
号
は
『
書
簡
集
』
か
ら
『
近
代
日
本

研
究
』
第
三
十
四
巻
ま
で
通
番
で
付
さ
れ
た
番
号
を
追
う
も
の
で
あ
る
。
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凡
例

一
、
常
用
漢
字
は
、
原
則
と
し
て
現
在
使
用
さ
れ
て
い
る
字
体
を
用
い
た
が
、
慶
應
義
塾
な
ど
若
干
の
固
有
名
詞
に
、
原
文
の
字

体
を
残
し
た
。

二
、
異
体
字
、
俗
字
、
或
い
は
書
き
誤
り
か
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、
正
体
に
直
し
た
。

三
、
仮
名
づ
か
い
は
、
原
則
と
し
て
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。
た
だ
し
、
ひ
ら
仮
名
・
か
た
仮
名
の
判
別
が
つ
か
な
い
場
合
は
、
か

た
仮
名
で
表
記
し
た
。

四
、
変
体
仮
名
は
ひ
ら
仮
名
に
改
め
た
。
た
だ
し
、
書
簡
に
お
い
て
助
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
「
は
」「
て
」「
え
」
は
、
原

文
の
字
形
を
残
し
、
小
活
字
右
寄
せ
で
「

」「

」「

」
の
よ
う
に
印
刷
し
た
。
原
文
が
確
認
で
き
な
い
場
合
も
、
漢
字

の
字
体
で
表
記
さ
れ
て
い
る
「
者
」「
而
」「
江
」
が
助
詞
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
右
の
字
体
を
用
い
た
。

五
、
濁
点
・
半
濁
点
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
。

六
、
合
字
は
、
使
用
頻
度
の
高
い
ゟ
（
よ
り
）、
〆
（
し
め
）
は
原
文
の
字
形
を
残
し
た
。
頻
度
の
低
い

は
ト
キ
、

は
ト
モ
、

�
は
こ
と
と
表
記
し
た
。

七
、
句
読
点
は
、
編
者
の
判
断
に
よ
り
適
宜
補
っ
た
。

八
、
執
筆
年
月
日
や
発
信
年
月
日
な
ど
を
推
定
で
し
か
示
す
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
に
は
、「
カ
」
を
付
し
た
。

九
、
脱
落
と
思
わ
れ
る
文
字
は
、〔

〕
を
付
し
て
補
っ
た
。

十
、
書
簡
に
つ
い
て
は
、
本
文
の
後
に
【

】
を
付
し
て
書
簡
の
大
意
を
示
し
た
。
ま
た
封
筒
に
関
す
る
事
項
は
、
書
簡
の
理
解

に
必
要
と
判
断
さ
れ
る
も
の
の
み
に
限
っ
た
。

十
一
、
特
に
所
蔵
が
記
載
さ
れ
て
い
な
い
も
の
は
、
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
の
所
蔵
で
あ
る
。
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二六四四

ク
レ
イ
・
マ
ッ
コ
ー
レ
イ

明
治
二
十
六
（
一
八
九
三
）
年
八
月
二
日

M
ita,Tokio

A
ug.2

〔n

〕d.1893.

D
ear
M
r. 〔

M
a
c
C
a
u
le
y〕

M
acaulay

:

This
is
to
introduce

to
you

M
essrs.

H
oryu

Toki
and

〔
マ
マ
〕

Soin
Shaku,

w
ho
w
ere

students
at
the

K
eiogijuku

several

years
ago.They

are
going

to
A
m
erica

to
attend

the
“C
ongress

of
R
eligion”

at
the

Fair,as
representatives

of
Japanese

B
ud[d]hism

.

A
nything

you
m
ay
conveniently

do
to
help

them
in
their

m
ission

w
illbe

thoroughly
appreciated

w
ith
bestw

ishes

and
regards.

I
rem
ain
very

cordially
yours

Y
ukichiFukuzaw

a

（per
S.F.

）

【
シ
カ
ゴ
の
万
国
宗
教
会
議
に
赴
く
釈
宗
演
と
土
宜
法
竜
を
紹
介
す
る
】

﹇
封
筒
表
﹈M

r.C
lay

〔
M
a
c
C
a
u
le
y〕

M
acaulay

C
hicago

U
.S.A

.
Introducing

M
essrs.Shaku

and
Toki.

○
「M

r.
M
acaulay

」
はC

lay
M
acC
auley

。
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
協
会
の
宣
教
師
。
一
八
四
三
年
五
月
八
日
ア
メ
リ
カ
ペ
ン
シ
ル
バ
ニ
ア
州
に
生
ま

福沢諭吉関係新資料紹介
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れ
、
プ
リ
ン
ス
ト
ン
大
学
な
ど
で
学
ん
だ
の
ち
、
プ
レ
シ
ビ
タ
リ
ア
ン
神
学
校
を
卒
業
、
明
治
二
十
二
（
一
八
八
九
）
年
に
来
日
。
翌
二
十
三
年

か
ら
慶
應
義
塾
で
教
鞭
を
と
る
。
同
年
十
月
二
十
四
日
付
福
沢
捨
次
郎
宛
福
沢
諭
吉
書
簡
に
よ
る
と
、
福
沢
諭
吉
は
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
に
「
一
太
郎

之
宅
」
を
貸
出
し
、
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
は
八
年
ほ
ど
三
田
構
内
に
住
ん
だ
。
ま
た
二
十
四
年
一
月
十
四
日
付
で
捨
次
郎
に
宛
て
た
福
沢
書
簡
に
よ
る

と
、
河
竹
黙
阿
弥
作
「
風
船
乗
評
判
高
閣
」
で
の
尾
上
菊
五
郎
の
英
語
の
台
詞
は
、
福
沢
が
考
え
マ
ッ
コ
ー
レ
イ
が
添
削
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。

日
本
ア
ジ
ア
協
会
会
長
、
国
際
記
者
ク
ラ
ブ
副
会
長
、
東
京
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
日
本
平
和
協
会
会
長
な
ど
を
歴
任
し
、
大
正
九
（
一
九

二
〇
）
年
に
帰
国
、
一
九
二
五
年
十
一
月
十
五
日
歿
。
慶
應
義
塾
で
教
鞭
を
と
っ
た
の
は
、
明
治
三
十
年
ご
ろ
ま
で
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。『
書

簡
集
』
第
六
巻
三
六
二
頁
。『
慶
應
義
塾
一
五
〇
年
史
資
料
集
』
第
二
巻
教
職
員
・
教
育
体
制
資
料
集
成
一
二
六
〇
〜
一
頁
。
○H

oryu
Tokiand

Soin
Shaku

は
慶
應
義
塾
出
身
で
臨
済
宗
の
僧
侶
・
釈
宗
演
と
真
言
宗
の
僧
侶
土
宜
法
竜
。
釈
は
若
狭
高
浜
の
出
身
、
安
政
六
（
一
八
五
九
）
年

生
ま
れ
。
明
治
十
八
年
九
月
に
慶
應
義
塾
入
塾
。
セ
イ
ロ
ン
に
留
学
後
、
円
覚
寺
、
建
長
寺
の
管
長
を
務
め
た
。
土
宜
は
伊
勢
一
志
の
出
身
、
安

政
二
年
生
ま
れ
。
高
野
山
の
学
寮
に
学
び
、
明
治
九
年
五
月
入
塾
。
真
言
宗
御
室
派
管
長
、
高
野
派
管
長
な
ど
を
務
め
る
。『
釈
宗
演
と
近
代
日

本
―
若
き
禅
僧
、
世
界
を
駆
け
る
―
』（
釈
宗
演
遠
諱
一
〇
〇
年
記
念
特
別
展
図
録
）。
○
末
尾
に
（per

S.F.

）
と
あ
る
の
は
、
福
沢
諭
吉
の
次

男
捨
次
郎
に
よ
る
代
筆
を
意
味
す
る
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。
○
東
慶
寺
蔵
。

二六四五

久
保
扶
桑

明
治
二
十
六
年
十
一
月
一
日

秋
冷
深
く
相
成
候
処
、
益
御
清
安
奉
拝
賀
候
。
二
ニ
老
生
相
替
義
も
無
之
先
ツ
�
�
健
全
ニ
消
日
罷
在
候
条
、
乍
憚
御
休
意
奉
願

候
。
過
日
ハ
北
海
之
名
産
鮭
御
恵
投
ニ
預
り
、
当
年
初

之
品
殊
ニ
珍
ら
し
く
、
度

い
た
ゝ
き
難
有
奉
存
候
。
直
ニ
御
礼
も
可

申
上
之
処
、
何
か
と
忙
し
く
い
た
し
、
延
引
之
段
あ
し
か
ら
す
御
海
容
可
被
下
候
。
右
御
挨
拶
ま
て
申
上
度
、
匆

如
此
御
座

候
。
頓
首
。

二
十
六
年
十
一
月
一
日

諭

吉

久
保
賢
契

梧
下
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尚
以
、
時
下
折
角
御
自
重
専
一
奉
存
候
。
老
妻
ゟ
も
宜
敷
御
致
意
申
聞
候
。
以
上
。

【
北
海
道
名
産
鮭
の
贈
与
に
対
し
礼
を
述
べ
る
】

﹇
封
筒
表
﹈
箱
館
日
本
郵
船
会
社
支
店

久
保
扶
桑
様

親
展
﹇
封
筒
裏
﹈
封

東
京
三
田

福
沢
諭
吉

○
「
久
保
」
は
久
保
扶
桑
。『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』（
復
刻
版
、
慶
應
義
塾
、
一
九
八
六
年
）
に
よ
れ
ば
安
房
館
山
の
士
族
出
身
で
、
明
治
四
年
七

月
二
十
三
日
に
二
十
一
歳
で
入
塾
し
た
。
成
績
表
で
あ
る
「
慶
應
義
塾
勤
惰
表
」
に
は
四
年
七
月
か
ら
五
年
八
月
ま
で
記
録
が
あ
る
。
九
年
に
横

浜
東
海
鎮
守
府
で
翻
訳
に
あ
た
っ
た
の
ち
、
十
一
年
三
菱
会
社
に
入
り
、
横
浜
支
店
や
小
樽
支
店
、
函
館
支
店
な
ど
に
勤
務
し
た
。
卒
業
生
名
簿

で
あ
る
『
慶
應
義
塾
塾
員
姓
名
録
』『
慶
應
義
塾
塾
員
名
簿
』
に
よ
れ
ば
、
明
治
三
十
三
年
に
は
日
本
鉄
道
会
社
運
輸
課
長
、
三
十
九
年
に
は
同

社
取
締
役
に
な
っ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
後
、
四
十
年
お
よ
び
四
十
一
年
は
狂
言
師
、
四
十
二
年
お
よ
び
四
十
四
年
は
農
業
、
大
正
元
年
二
年
は
会

社
員
と
記
載
さ
れ
て
い
る
。
○
こ
れ
ま
で
久
保
扶
桑
宛
の
書
簡
は
、
明
治
十
五
年
カ
四
月
二
十
八
日
付
（
書
簡
番
号
六
五
六
。『
書
簡
集
』
第
三

巻
二
〇
三
〜
四
頁
）、
明
治
十
七
年
三
月
七
日
付
（
書
簡
番
号
八
四
四
、『
書
簡
集
』
第
四
巻
一
〇
九
〜
一
〇
頁
）
の
二
通
が
知
ら
れ
て
い
た
。

ま
つ
ぐ
ち
え
い
ぞ
う

二六四六

松
口
栄
造

明
治
二
十
九
年
七
月
十
七
日

〔
恵
〕

拝
啓
。
過
日
ハ
御
来
訪
被
下
失
敬
仕
候
。
陳
ハ
、
少

要
用
之
義
有
之
、
中
西
美
重
蔵
君
へ
御
目
ニ
掛
り
度
、
何
日
何
時
ニ

も

不
苦
、
一
寸
拙
宅
ま
で
参
ら
れ
候
や
う
御
伝
言
被
下
度
奉
願
候
。
老
生
も
時
と
し
て
外
出
致
候
間
、
可
相
成
ハ
其
日
其
刻
限
を
、

前
以
て
御
一
報
被
下
候
得

最
妙
な
り
。
右
ハ
唐
突
な
が
ら
御
手
数
を
煩
し
候
次
第
、
何
分
宜
敷
奉
願
候
。
匆

頓
首
。

二
十
九
年
七
月
十
七
日

諭

吉

松
口
様

追

、
本
文
之
義
ハ
急
ぎ
候
ニ
付
、
可
相
成
ハ
一
日
も
早
く
来
訪
相
成
候
や
う
、
御
致
意
可
申
候
。

福沢諭吉関係新資料紹介
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【
中
西
美
恵
蔵
と
の
面
会
を
希
望
し
、
仲
介
の
労
を
依
頼
す
る
】

﹇
封
筒
表
﹈
横
浜
西
太
田
英
町
壱
丁
目
九
番
地

松
口
栄
造
様

親
展

タ
イ
ム
ス
事
件
中
西
用
事

﹇
封
筒
裏
﹈
封

福
沢
諭
吉

○
「
松
口
」
は
松
口
栄
造
。
明
治
十
年
十
二
月
出
版
の
『
民
間
経
済
録
』
に
は
「
売
捌
書
林
」
と
し
て
「
桜
田
本
郷
町
松
口
栄
造
」
の
名
が
み

え
、
十
一
年
一
月
出
版
の
『
福
沢
文
集
』
で
は
、
見
返
し
に
「
松
口
栄
造
蔵
版
」
奥
付
に
「
出
版
蔵
版
人
」
と
し
て
「
桜
田
本
郷
町
六
番
地

松

口
栄
造
」
と
あ
る
。
栄
造
の
実
父
は
、
福
沢
諭
吉
の
妻
錦
の
父
土
岐
太
郎
八
の
弟
鋿
吉
。
土
岐
家
か
ら
松
口
家
へ
養
子
に
入
っ
て
い
た
が
突
然
出

家
し
、
残
さ
れ
た
母
子
は
伯
父
土
岐
太
郎
八
に
引
き
取
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
栄
造
の
弟
季
治
は
、
太
郎
八
の
世
話
で
鳥
取
藩
士
山
田
忠
右
衛
門

の
養
子
と
な
っ
た
。
山
田
季
治
は
明
治
六
年
三
月
に
鳥
取
県
気
高
郡
青
谷
小
学
校
の
校
長
に
就
任
、
そ
の
後
愛
知
英
語
学
校
（
の
ち
愛
知
県
中
学

校
）
で
教
員
を
務
め
た
の
ち
、
三
菱
会
社
に
入
り
、
二
十
九
年
ま
で
日
本
郵
船
会
社
に
在
職
、
翌
三
十
年
三
月
に
日
本
で
最
初
の
本
格
的
な
英
字

新
聞Japan

Tim
es

を
創
刊
し
、
社
長
に
就
任
し
た
。
山
田
は
愛
知
英
語
学
校
に
赴
任
す
る
際
、
青
谷
小
学
校
時
代
の
教
え
子
に
「
気
の
あ
る
も

の
は
出
て
こ
い
。
田
舎
に
お
っ
た
っ
て
い
け
ん
」
と
声
を
か
け
、
山
田
を
慕
い
応
じ
た
教
え
子
の
中
に
、Japan

Tim
es

創
刊
時
に
中
心
的
役
割

を
担
っ
た
頭
本
元
貞
、
武
信
由
太
郎
、
中
西
美
恵
蔵
が
い
た
。
○
中
西
美
恵
蔵
は
前
述
の
よ
う
に
松
口
栄
造
の
実
弟
山
田
季
治
の
教
え
子
で
、
ま

た
そ
の
妻
は
松
口
の
娘
わ
く
で
あ
っ
た
。
そ
の
関
係
で
こ
の
書
簡
の
依
頼
が
な
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
中
西
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
ユ
ー
リ
カ
商

科
大
学
を
卒
業
し
て
貿
易
に
従
事
し
て
い
た
が
、
こ
の
書
簡
の
翌
年
の
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
社
設
立
に
際
し
、
経
理
担
当
支
配
人
兼
工
場
長
に

就
任
し
た
。
福
沢
の
面
会
の
目
的
は
、
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
社
へ
の
協
力
要
請
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
福
沢
諭
吉
は
生
前
に
刊
行
さ
れ
た

『
福
沢
全
集
』
を
ジ
ャ
パ
ン
・
タ
イ
ム
ズ
か
ら
出
し
、
そ
の
「
印
刷
者
」
は
中
西
で
あ
る
。
長
谷
川
進
一
「
福
沢
諭
吉
―
山
田
季
治
―
そ
の
弟
子

達
」『
福
沢
諭
吉
年
鑑
』
十
巻
（
福
沢
諭
吉
協
会
、
一
九
八
三
年
）
五
七
〜
六
五
頁
。
○
封
筒
の
「
タ
イ
ム
ス
事
件
中
西
用
事
」
は
他
筆
。
○
こ

れ
ま
で
松
口
栄
造
宛
の
書
簡
は
、
一
通
も
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
○
こ
の
書
簡
に
は
、
次
の
「
お
か
ね
」
宛
「
き
む
」
書
簡
が
同
封
さ
れ
て
い

た
。
本
文
末
の
日
付
が
「
廿
日
」
で
、
封
筒
の
発
信
印
が
二
十
九
年
七
月
十
七
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
初
か
ら
同
封
さ
れ
て
送
ら
れ
た
も
の
で

あ
る
可
能
性
は
低
い
。
た
だ
筆
癖
お
よ
び
松
口
が
福
沢
錦
の
縁
戚
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
き
む
」
は
福
沢
錦
と
考
え
ら
れ
、
両
家
の
関
係
性
を
示

す
も
の
と
し
て
次
に
掲
げ
る
。
こ
の
書
簡
は
巻
封
で
あ
る
。

〔
参
考

か
ね
宛
福
沢
錦
書
簡

二
十
日
付
〕

日

御
暑
さ
強
御
座
候
所
、
御
揃
遊
し
御
機
嫌
よ
く
御
め
て
度
存
上
候
。
左
候
へ
ハ
先
頃
は
見
事
の
竹
頂
戴
致
難
有
、
し
か
し
私
ゟ
御
願
申
上
候

て
、
か
へ
つ
て
御
気
の
毒
さ
ま
ニ
存
上
候
。
此
節
花
生
ニ
出
来
上
り
、
誠
ニ
り
ツ
ぱ
ニ
て
大
悦
、
厚
く
御
礼
申
上
候
。
此
品
右
の
御
礼
と
申
て
ハ
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〔
マ
マ
〕

憚
少
ニ
て
御
は
つ
か
し
く
候
得
共
、
心
計
り
有
合
ニ
ま
か
せ
御
ら
ん
ニ
入
候
。
皆

様

よ
ろ
し
く
、
今
日
は
序
御
座
候
ゆ
へ
、
取
い
そ
き
用
事

の
ミ
。
早

。
め
て
度
か
し
く
。

廿
日

お
か
ね
様

き
む
ゟ

二六四七

渡
辺
一
郎

明
治
三
十
一
年
二
月
十
四
日

拝
復
。
愈

御
清
穆
□
賀
上
候
。
陳
ハ
過
日
ハ
結
構
な
る
塗
盆
御
送
与
被
下
、
難
有
頂
戴
仕
候
。
猶
ホ
老
生
之
筆
跡
御
所
望
之

由
、
生
来
の
拙
筆
に
ハ
候
得
共
、
追
ふ
て
何
か
相
認
め
可
申
候
。
先
ハ
御
礼
迄
申
上
候
。
匆

。

二
月
十
四
日

福
沢
諭
吉

渡
辺
一
郎
様

【
塗
盆
の
送
与
に
対
し
礼
を
述
べ
、
所
望
に
応
じ
揮
毫
の
送
付
を
約
束
す
る
】

﹇
封
筒
表
﹈
飛
驒
国
古
川
町

渡
辺
一
郎
様

親
展

﹇
封
筒
裏
﹈
〆

東
京
芝
区
三
田
二
丁
目

福
沢
諭
吉

○
渡
辺
一
郎
は
、
前
掲
『
慶
應
義
塾
入
社
帳
』
に
よ
れ
ば
岐
阜
県
出
身
、
住
所
は
吉
城
郡
古
川
町
。
明
治
元
年
十
二
月
生
ま
れ
で
、
中
村
信
夫

（
麴
町
区
有
楽
町
三
番
地
中
山
邸
内
）
を
保
証
人
に
、
明
治
二
十
年
一
月
三
十
一
日
に
入
塾
し
た
。
二
十
三
年
七
月
に
別
科
を
卒
業
し
、
前
掲
の

卒
業
生
名
簿
に
よ
れ
ば
酒
造
業
で
、
古
川
郵
便
局
長
も
兼
ね
て
い
る
。
ま
た
明
治
二
十
九
年
と
三
十
一
年
に
は
製
糸
業
も
営
ん
で
い
た
よ
う
で
あ

る
。
福
沢
が
記
し
た
「
明
治
十
年
以
降
の
知
友
名
簿
」（『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
十
九
巻
、
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
、
三
四
五
頁
）
に
よ
れ
ば
、

明
治
三
十
年
夏
に
「
木
の
亀
」
を
持
参
し
て
福
沢
邸
を
訪
れ
て
い
る
。
○
渡
辺
家
に
残
さ
れ
て
い
る
書
幅
に
つ
い
て
は
、
後
掲
二
〇
一
九
書
簡
の

注
参
照
。
○
本
文
中
の
□
は
、
後
人
が
封
筒
の
切
手
部
分
を
切
り
取
っ
た
際
に
欠
損
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
○
本
書
簡
は
代
筆
で
あ
る
。
○
封

福沢諭吉関係新資料紹介
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筒
表
に
は
受
信
印
が
あ
り
、「
飛
驒

古
川

丗
一
年
二
月

十
六
日

□
便
」
と
読
め
る
。
○
飛
驒
市
渡
辺
家
蔵
。

二六四八

慶
應
義
塾
出
版
局

小
出
某
・
中
島
精
一

年
未
詳
七
月
二
十
六
日

先
日
御
頼
申
上
候
出
版
物
校
正
出
来
候
ニ
付
、
御
都
合
次
第
直
ニ
御
取
掛
被
下
度
、
何
日
ゟ
始
り
可
申
哉
、
御
様
子
奉
伺
候
。
早

頓
首
。七

月
廿
六
日

出
版
局

小
出
様

福

沢

中
島
様

【
校
正
が
終
了
し
た
の
で
出
版
に
取
り
掛
か
る
よ
う
依
頼
す
る
】

○
「
出
版
局
」
は
慶
應
義
塾
出
版
局
、「
中
島
」
は
中
島
精
一
と
推
察
さ
れ
る
が
、「
小
出
」
は
未
詳
。
○
「
福
沢
先
生
書
」
の
題
簽
が
あ
る
巻
物

に
、
福
沢
諭
吉
自
筆
『
民
間
雑
誌
』
原
稿
「
上
国
某
氏
に
贈
る
」（
明
治
十
一
年
三
月
十
日
付
第
一
三
一
号
掲
載
、『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
十
九
巻

六
四
五
〜
六
頁
）
の
後
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
た
。
同
巻
子
は
、
鎌
田
栄
吉
の
筆
で
「
福
沢
先
生
筆
跡
」
と
記
さ
れ
た
箱
に
収
め
ら
れ
、
巻
頭
に
は

鎌
田
栄
吉
遺
墨
「
達
観
時
勢
」（
大
正
九
年
秋
）、
巻
末
に
は
黒
木
安
雄
跋
文
が
あ
る
。
○
本
書
簡
は
巻
封
で
あ
る
。

以
下
の
書
簡
は
、『
書
簡
集
』
掲
載
時
に
は
原
本
と
の
校
訂
が
で
き
ず
、
や
む
な
く
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
再
版
（
岩

波
書
店
、
一
九
六
九
〜
一
九
七
一
年
）
か
ら
採
録
し
た
が
、
こ
の
ほ
ど
原
本
あ
る
い
は
下
書
が
判
明
し
校
訂
作
業
を

行
う
こ
と
が
で
き
た
。
詳
し
い
注
に
つ
い
て
は
そ
れ
ぞ
れ
『
書
簡
集
』
の
各
頁
を
参
照
さ
れ
た
い
。
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一七七

柴
原
和

明
治
七
年
十
二
月
二
十
五
日

未
タ
拝
顔
を
得
ず
候
得
共
突
然
書
を
呈
す
る
ハ
恐
入
候
得
共
、
無
拠
次
第
海
容
可
被
下
候
。

御
管
下
長
沼
村
之
者
ニ
兼

小
生
懇
意
之
人
有
之
、
右
同
村
沼
地
之
義
ニ
付
一
昨
年
よ
り
紛
紜
を
生
し
候
よ
し
ニ

、
先
月
中
右

之
者
拙
宅
へ
参
り
色

談
話
之
末
、
不
文
之
民
村
民
、
願
書
認
候
も
不
叶
ニ
付
、
代
筆
い
た
し
呉
候
様
、
頼
ニ
任
セ
、
弊
□
一
友

〔
マ
マ
〕

ニ
託
し
執
筆
、
別
紙
壱
綴
案
文
之
通
り
民
村
之
代
筆
い
た
し
遣
し
候
処
此
度
又
候
。
願
本
書
ハ
其
筋
へ
さ
し
出
候
由
之
処
、
村
民

之
疑
惑
ハ
此
願
書
県
令
様
の
御
手
ニ
達
し
可
申
候
た
る
や
否
と
て
頻
り
ニ
疑
掛
念
、
を
抱
て
小
生
も
実
ハ
其
沼
其
村
ニ
関
係
無

之
、
況
ヤ
沼
之
一
条
、
楚
越
之
事
ニ
候
得
共
、
唯
代
筆
の
周
旋
い
た
し
候
訳
を
以
て
、
度

苦
情
を
聞
く
ニ
立
至
り
、
殆
ト
当
惑

之
次
第
な
り
。
固
よ
り
事
の
由
来
を
詳
ニ
せ
ず
、
其
利
害
ニ
関
す
る
ニ
非
ず
候
得
共
、
其
書
書
面
之
御
手
許
ニ
達
し
た
る
と
否
と

ハ
伺
相
伺
候
義
を
証
す
る
ハ
難
き
ニ
非
ず
る
之
義
ハ
出
来
可
申
哉
と
存
し
、
則
為
念
草
稿
相
添
御
様
子
奉
伺
候
。
決
し
て
事
の
成

〔
マ
マ
〕

長
沼
村
之
為
メ
ニ
理
を
伸
へ
述
メ
事
の
成
敗
を
ニ
付
内
願
い
た
し
候
筋
ニ
は
□
ニ
付
無
之
或
ハ
又
ニ
も
あ
ら
す
、
県
庁
之
御
内
意

を
伺
ふ
ニ
も
あ
ら
ず
、
又
伺
ふ
へ
き
理
も
あ
ら
ず
、
唯
小
生
之
周
旋
ニ

村
民
之
為
メ
代
筆
を
頼
ミ
、
其
書
果
し
て
御
手
許
ニ
達

し
た
る
や
否
を
内

奉
伺
度
而
已
ニ
御
座
候
。
御
繁
用
之
御
中
恐
入
候
得
共
、
達
否
之
旨
其
義
僅
ニ
一
行
之
御
返
書
被
下
度
奉
願

候
。
右
之
段
申
上
度
、
早

頓
首
。

福
沢
諭
吉

柴
原
和
県
令
様

尚
以
本
文
之
次
第
、
私
之
身
を
以
て
決
し
て
公
事
ニ
関
す
る
ニ
非
す
。
上
郷
と
長
沼
と
村
民
一
方
之
言
を
聞
け
ハ
、
或
ハ
御
上
ノ

福沢諭吉関係新資料紹介
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御
無
理
、
御
叱
り
、
捕
縛
抔
ト
テ
苦
情
ハ
沢
山
ニ
候
得
共
、
小
生
ニ
お
ゐ
て
上
郷
と
長
沼
と
孰
カ
是
非
孰
カ
勝
敗
と
申
ス
候
小
生

お
ゐ
て
毫
も
見
込
ハ
毫
も
無
無
之
、
申
上
候
迄
も
無
之
候
得
共
、
事
の
理
非
曲
直
ニ
付

ハ
小
生
ハ
全
く
路
傍
之
人
ニ
御
座
候
。

唯
小
生
ハ
長
沼
其
辺
不
悪
御
承
知
可
被
下
候
。
以
上
。

【『
書
簡
集
』
第
一
巻
三
一
六
〜
七
頁
】

○
本
書
簡
の
原
本
は
所
在
不
明
で
あ
り
、
残
存
し
て
い
る
種
類
の
写
し
の
間
に
は
若
干
の
字
句
の
異
同
が
あ
っ
た
。『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
十
七

巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
一
年
）
は
、
そ
の
内
で
『
福
沢
諭
吉
伝
』
第
二
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
三
二
年
）
に
引
用
さ
れ
た
も
の
を
採
っ
て
お

り
、『
書
簡
集
』
も
そ
れ
に
準
じ
て
い
た
が
、
こ
の
程
福
沢
自
筆
の
下
書
き
が
発
見
さ
れ
た
。
下
書
き
で
あ
る
た
め
、
加
筆
訂
正
分
も
含
め
て
翻

刻
し
た
。一八六

小
川
武
平

明
治
八
年
九
月
二
十
日

長
沼
之
事
ハ
追

御
処
分
ニ
相
成
候
義
と
存
候
。
然
処
右
之
一
条
ニ
付
、
県
庁
ニ

説
諭
問
答
応
接
之
間
、
公
然
ト
福
沢
諭
吉
が

如
何
様
ニ
致
ス
と
か
福
沢

相
談
を
す
る
と
か
申
述
候

以
之
外
之
不
都
合
、
都

事
ニ

公
私
之
区
別
有
之
、
公
之
場
所
ニ

公
之
談
判
不
致

不
相
済
、
仮
令
内
実
ハ
ケ
様
�
�
と
其
手
続
キ
迄
分
り
居
候
事
ニ

も
、
場
所
柄
を
弁
せ
ず
丸
出
し
ニ
述

立
て
ハ
、
出
来
る
事
も
夫
レ
が
為
メ
出
来
ざ
る
よ
ふ
ニ
可
相
成
、
事
と
品
ニ
由
り

県
庁
之
内
幕
を
探
り
、
下
よ
り
上
ニ
対
し

て
差
図
ケ
間
敷
と
被
申

も
致
方
な
き
次
第
、
其
辺
ハ
篤
ト
御
心
得
被
成
度
、
就

此
後
庁
ニ
出
タ
ラ
バ
、
先
日
ゟ
ツ
イ
私
共

が
、
福
沢
の
名
前
を
申
出
し
マ
シ
タ
ハ
全
ク
心
得
違
、
御
場
所
柄
を
も
弁
へ
さ
り
し
ハ
何
共
恐
入
候
次
第
、
元
来
私
共
ハ
字
を
知

リ
マ
セ
ン
カ
ラ
歎
願
書
を
認
る
こ
と
も
出
来
ず
、
無
拠
懇
意
の
学
者
ニ
文
面
を
生
シ
テ
貰
ヒ
マ
ス
こ
と
モ
ア
リ
マ
ス
ケ
レ
ド
モ
、
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〔
マ
マ
〕

其
人
の
名
前
を
バ
勿
論
こ
の
御
場
所
ニ

申
上
ル
抔
ハ
全
く
私
共
之
心
得
違
、
篤
ト
思
慮
仕
、
何
共
申
上
様
の
ナ
イ
ボ
ト
ニ
恐
入

ナ

マ
シ
タ
、
必
竟
先
日
よ
り
御
掛
り
様
ニ
テ
御
懇
切
ニ
御
諭
し
も
被
下
、
其
御
懇
命
ニ
慣
レ
、
其
御
言
葉
ニ
ア
マ
ヘ
、
あ
ま
り
な
れ

�
�
し
く
、
遂
ニ
百
姓
共
の
本
体
を
顕
ハ
し
、
丸
出
シ
ニ
打
出
し
た
る
事
ニ

、
跡
よ
り
篤
ト
考
候
得

、
後
悔
先
キ
ニ
立
タ

シ
カ

ズ
、
誠
ニ
当
惑
仕
候
。
併
し
私
共
ハ
何
程
御
叱
り
を
蒙
り
マ
シ
テ
モ
、
県
庁
ヲ
バ
親
ト
モ
君
ト
モ
思
ヒ
居
リ
マ
ス
カ
ラ
ニ
ハ
、
悪

タ

心
ハ
毛
頭
無
御
座
、
何
分
ニ
も
一
時
之
心
得
違
ハ
御
勘
弁
被
成
下
、
歎
願
之
趣
意
ハ
御
聞
届
ケ
被
下
度
し
。

と
、
言
葉
を
温
和
ニ
し
て
ピ
ッ
タ
リ
頼
ミ
、
余
念
な
く
掛
り
之
官
員
ニ
依
頼
す
る
方
可
然
、
何
等
之
事
あ
る
も
口
上
を
間
違
ヘ
テ

官
員
の
立
腹
せ
ざ
る
様
致
度
候
。
右
要
用
而
已
。
早

以
上
。

九
月
廿
日

福
沢
諭
吉

小
川
武
平
様

【『
書
簡
集
』
第
一
巻
三
三
四
〜
六
頁
】

一九一

中
村
源
吾

明
治
九
年
ヵ
六
月
十
五
日

梅
雨
の
時
節
、
愈
御
清
適
珍
重
存
候
。
陳
ハ
過
般
来
飯
田
三
次
ゟ
御
頼
申
候
北
羽
島
田
地
之
義
、
誠
ニ
御
面
倒
至
極
之
事
ニ
候
得

ヲ
モ
タ
チ

共
、
宜
敷
御
取
計
、
至
急
埒
明
候
様
相
願
度
。
実
ハ
先
年
武
平
ゟ
此
方
ヘ
申
込
ニ

、
村
中
重
立
候
者
申
合
せ
、
荷
為
替
之
事
と

や
ら
企
候
ニ
付

、
長
沼
村
ゟ
金
融
い
た
し
候
得

、
自
か
ら
村
之
勢
力
ニ
も
相
成
候
よ
し
、
旁
懇
談
ニ
付
、
金
銭
之
関
係
ハ

不
宜
事
と
ハ
存
な
か
ら
、
村
之
た
め
云

と
申
ス
事
ゆ
ヘ
、
此
方
懇
意
之
向
へ
話
し
、
金
円
取
次
貸
渡
し
候
処
、
其
後
之
不
始
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末
、
言
語
ニ
絶
た
る
次
第
。
四
千
円
ニ
も
相
成
る
大
金
、
何
共
致
方
無
之
、
遂
ニ
田
地
も
名
前
替
と
相
成
、
迷
惑
此
上
も
な
き
次

ア
イ
ダ

シ
ン
タ
イ
コ
マ
リ
イ

フ
サ
イ

ワ

第
。
此
方
ハ
唯
其
間
ニ
入
り
進
退
困
入
る
の
ミ
。
云
は
ゞ
長
沼
村
之
た
め
ニ
此
方
ニ

大
金
之
負
債
を
蒙
り
た
る
訳
ケ
な
り
。

扨
又
右
田
地
名
前
替
相
成
候
上
ニ

、
不
十
分
な
が
ら
も
小
作
之
米
を
納
メ
候
約
束
い
た
し
、
是
ニ

少

ツ
ヽ
ニ

も
利
息
之

足
し
ニ
致
候
積
り
覚
悟
之
処
、
其
小
作
米
さ
へ
新
兵
衛
が
途
中
ニ

勝
手
ニ
致
し
、
あ
ま
つ
さ
へ
公
租
上
納
を
も
不
沙
汰
ニ

、

フ
ツ
ヾ
カ

此
方
へ
ハ
不
容
易
不
都
合
を
生
し
候
義
、
畢
竟
其
本
を
尋
れ
ハ
武
平
之
不
束
、
従
前
夫
レ
是
レ
と
長
沼
之
為
メ
ニ
世
話
し
遣
し
候

ヲ
ン

ム
ク
ユ

ワ
ザ
ワ
イ

ス
ガ
タ

其
代
り
ニ
、
此
方
へ
大
な
る
迷
惑
を
か
け
た
る
も
の
ニ
し
て
、
人
之
恩
ニ
酬
る
ニ
禍
を
以
て
す
る
の
姿
な
り
。
併
し
既
ニ
過
き
去

セ
ン

り
た
る
事
ハ
、
今
更
云
ふ
も
詮
な
し
。
何
卒
本
年
ゟ
改

、
右
田
地
之
始
末
ハ
、
長
沼
村
之
人
ニ

世
話
い
た
し
呉
候
様
頼
入

度
、
村
中
重
立
候
人

ニ

よ
き
よ
ふ
ニ
取
計
、
昨
年
之
如
き
不
都
合
な
き
や
う
、
呉

も
御
注
意
被
下
度
候
。
実
ハ
右
四
千
円

ヒ
ヾ

金
之
始
末
ニ

、
此
方
ハ
昨
今
非
常
之
困
難
。
一
家
之
会
計
上
ニ
さ
し
響
き
、
当
惑
致
居
候
次
第
、
御
察
し
被
下
度
。
尚
い
才
ハ

飯
田
三
次
ゟ
可
申
入
、
御
承
知
被
下
、
御
迷
惑
な
が
ら
早

始
末
付
候
様
、
御
尽
力
可
被
下
候
。
早

以
上
。

六
月
十
五
日

中
村
源
吾
殿

福

沢

尚
以
、
村
中
一
統
へ
も
宜
布
御
致
意
、
本
文
之
義
ハ
呉

も
至
急
御
返
事
待
入
候
。
以
上
。

【『
書
簡
集
』
第
一
巻
三
四
二
〜
四
頁
】
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二〇九一

渡
辺
一
郎

明
治
三
十
年
九
月
八
日

八
月
二
十
二
日
之
華
翰
拝
誦
。
陳
ハ
過
日
之
揮
毫
ニ
落
字
あ
る
ニ
付
云

被
仰
下
赤
面
之
至
、
何
れ
認
替
へ
て
差
上
可
申
、
商
売

〔
忽
〕

違
ひ
之
書
家
ニ

こ
ん
な
粗
匆
ハ
毎
度
之
事
ニ
御
座
候
。
夫
ハ
扨
置
、
今
度
百
話
之
製
本
出
来
候
ニ
付
、
一
部
小
包
ニ

差
上

候
。
御
覧
も
被
下
候
ハ
ヽ
幸
甚
の
み
。
右
御
返
詞
旁
匆

如
此
御
座
候
。
頓
首
。

三
十
年
九
月
八
日

諭

吉

渡
辺
君
梧
下

【『
書
簡
集
』
第
八
巻
二
二
五
〜
六
頁
】

○
前
掲
二
六
四
七
書
簡
注
参
照
。
○
『
福
翁
百
話
』
に
言
及
し
て
い
る
本
文
内
容
か
ら
考
え
る
と
、『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
十
八
巻
（
岩
波
書
店
、

一
九
七
一
年
、
七
五
〇
頁
）
の
発
信
年
、
明
治
二
十
九
年
に
は
疑
問
が
あ
っ
た
が
、『
書
簡
集
』
で
は
原
本
の
確
認
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
そ

の
ま
ま
収
録
し
た
。
今
回
原
本
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
、
原
本
に
は
明
ら
か
に
「
三
十
年
」
と
記
さ
れ
て
い
た
。
本
書
簡
の
発
信
年
を
三
十
年

に
訂
正
す
る
。
○
文
中
に
あ
る
一
字
抜
け
た
書
幅
は
、「
適

豈
唯
風
月
耳

渺
茫
塵
界
亦
天
真

世
情
休
説
不
如
意

無
意
人
如
意
人
」
で
、

結
句
の
「
無
意
人
乃
如
意
人
」
の
「
乃
」
の
字
が
抜
け
て
い
る
。
書
き
直
し
て
福
沢
が
送
っ
た
と
思
わ
れ
る
書
は
「
腰
間
秋
水
一
揮
揚

自
是
先

生
養
老
力

二
豊
多
年
侵
不
知

他
宝
剣
吐
竜
光

揮
剣
為
休
動
」。
こ
の
二
幅
が
渡
辺
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
前
掲
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
に

よ
れ
ば
も
う
一
幅
「
吾
是
十
方
世
界
身

由
来
到
処
物
相
親

人
言
聞
去
皆
称
善

耳
順
何
期
六
十
春
」
も
贈
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
字
抜
け
の

な
い
ど
ち
ら
か
は
、
前
掲
二
六
四
七
書
簡
の
の
ち
に
贈
ら
れ
た
も
の
か
も
し
れ
な
い
。
平
成
三
十
年
十
二
月
三
十
日
付
『
中
日
新
聞
』
二
十
一

面
。
○
飛
驒
市
渡
辺
家
蔵
。
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Ⅱ

福
沢
諭
吉
原
稿

こ
こ
で
は
、
近
年
福
沢
研
究
セ
ン
タ
ー
が
購
入
し
た
資
料
で
、
ひ
と
つ
の
巻
子
に
貼
り
込
ま
れ
て
い
た
福
沢
諭
吉
の
『
時
事
新

報
』
掲
載
原
稿
四
点
を
紹
介
す
る
。
冒
頭
は
漫
言
「
薬
用
食
用
都
て
寸
伯
老
の
医
案
に
適
し
た
り
」
の
福
沢
諭
吉
自
筆
原
稿
で
、

そ
れ
に
続
き
、
雑
報
と
考
え
ら
れ
る
「
赤
十
字
社
病
院
長
」、「
下
婢
の
自
害
」、「
貧
民
の
施
療
」
の
三
点
、
さ
ら
に
石
河
幹
明
に

よ
る
跋
文
が
貼
り
込
ま
れ
て
い
た
。
跋
文
で
は
、
い
ず
れ
も
福
沢
諭
吉
の
漫
言
お
よ
び
雑
報
の
原
稿
で
あ
る
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て

い
る
。
確
か
に
福
沢
の
筆
で
あ
る
が
、「
貧
民
の
施
療
」
の
最
後
数
行
は
（
本
稿
で
は
／
を
挿
入
し
た
以
降
）
は
、
跋
文
に
も
述

べ
ら
れ
て
い
る
通
り
、
石
河
の
筆
に
な
っ
て
い
る
。

『
時
事
新
報
』
漫
言
「
薬
用
食
用
都
て
寸
伯
老
の
医
案
に
適
し
た
り
」
は
、
明
治
二
十
七
年
七
月
十
四
日
に
『
時
事
新
報
』
に

掲
載
さ
れ
た
も
の
で
、
す
で
に
活
字
で
は
『
福
沢
諭
吉
全
集
』
第
十
四
巻
四
五
八
〜
六
〇
頁
に
収
録
さ
れ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
は

末
尾
に
影
印
版
で
掲
げ
る
。
他
の
原
稿
で
使
用
し
た
漢
字
等
は
「
Ⅰ
福
沢
諭
吉
書
簡
」
の
凡
例
に
準
じ
た
。
濁
点
は
原
文
の
ま
ま

で
、
補
っ
て
は
い
な
い
。

雑
報
各
原
稿
の
掲
載
紙
は
ま
だ
判
明
し
て
い
な
い
。「
赤
十
字
社
病
院
長
」
は
牛
疫
の
流
行
か
ら
考
え
る
と
明
治
二
十
五
、
六

年
ご
ろ
、「
下
婢
の
自
害
」
は
福
沢
桃
介
が
三
田
に
住
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、
明
治
二
十
三
年
十
月
二
十
二
日
に
北
海
道
か
ら

戻
っ
た
の
ち
、「
貧
民
の
施
療
」
は
医
師
養
成
に
関
す
る
「
速
成
医
の
説
」
や
こ
の
雑
報
で
問
題
に
し
て
い
る
よ
う
な
「
貧
民
施

療
院
」
の
効
用
を
述
べ
た
寄
書
が
掲
載
さ
れ
た
明
治
二
十
二
年
七
月
一
日
の
の
ち
で
あ
ろ
う
。
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こ
の
ほ
ど

ぎ
う
え
き

き

ひ
や
う
ゐ
ん
し
よ
う

ぎ
う
に
う
い
か
ん

し
ん
ぱ
い

け
い
し
ち
や
う

し
う

○
赤
十
字
社
病
院
長

橋
本
綱
常
氏
ハ
此
程
東
京
市
中
ニ
牛
疫
と
聞
き
、
病
院
使
用
の
牛
乳
如
何
を
心
配
し
て
、
警
視
庁
ニ
獣

い

は
け
ん

こ

く
わ
じ
つ

じ
う
い

ふ
く
ゐ
ん
ち
や
う

か
う
が
ひ
ち
や
う

ぎ
う
に
う
し
よ

医
の
派
遣
を
請
ひ
、
過
日
駒
井
獣
医
ハ
副
院
長
岩
井
禎
三
氏
と
共
ニ
、
麻
布
笄
町
杉
田
道
氏
の
牛
乳
所
（
病
院
用
牛
乳
所
）

し
つ
ち
や
う

し
ん
さ
つ

さ
い
は
ひ

び
や
う
ぎ
う

と
う

ね
ん

た
う
ぶ
ん

ニ
出
張
し
て
一
々
診
察
し
た
り
し
ニ
、
幸
に
し
て
病
牛
と
て
ハ
一
頭
も
な
か
り
し
な
れ
ど
も
、
尚
ほ
念
の
為
め
当
分
の
内
ハ
三

ら
い
し
ん

む
ね
や
く

四
日
目
ニ
来
診
す
る
旨
約
し
た
る
よ
し
。

ほ
ん
ね
ん

や
と
ひ
い

か

ひ

よ

○
下
婢
の
自
害

府
下
芝
区
三
田
二
丁
目
二
番
地
福
沢
桃
介
氏
方
ニ
、
本
年
三
月
よ
り
雇
入
れ
た
る
下
婢
あ
り
。
名
を
富
と
呼

む
す
め

し
ご
く

せ
い
し
つ

つ
と
め

び
、
府
下
荏
原
郡
馬
込
村
加
藤
庄
太
郎
の
娘
に
し
て
年
齢
ハ
十
九
歳
、
至
極
お
と
な
し
き
性
質
に
て
朝
夕
の
勤
ニ
怠
り
な
く
、
既

ぜ
ん
げ
つ

や
く
そ
く

は
ん
き

し
や
う
も
ん

し
ん
め
う

さ
く
て
う

お
ん
な

ニ
前
月
ハ
半
期
の
約
束
も
終
り
た
れ
ど
も
、
尚
ほ
半
期
重
年
の
証
文
を
入
れ
て
神
妙
ニ
働
き
居
た
り
し
が
、
昨
朝
九
時
の
頃
女

べ

や

も
の
お
と

か
じ
ん

か
け
つ

そ

の
ん
ど

む
ね

ち

部
屋
ニ
何
か
物
音
し
け
る
に
ぞ
、
家
人
ハ
怪
し
み
て
駈
付
け
見
れ
ば
、
こ
は
抑
も
如
何
ニ
咽
喉
の
辺
よ
り
胸
ニ
掛
け
て
紅
の
血
ニ

げ
ん
ご

か
す
か

は
い
び
や
う

や
う
す

ら
く
け
つ

染
み
、
言
語
も
通
せ
ず
唯
幽
ニ
呼
吸
す
る
の
み
。
兼
て
肺
病
の
質
あ
る
様
子
な
り
し
か
ば
、
是
れ
ハ
一
時
の
略
血
か
と
思
ひ
し

か
み
そ
り

じ
さ
つ

さ
ま
�
�

じ
う
じ
や
う

ニ
、
傍
ニ
剃
刀
の
あ
る
を
見
て
扨
ハ
自
殺
と
分
り
、
早
速
医
師
を
招
て
様
々
ニ
手
当
し
た
れ
ど
も
、
何
分
重
傷
に
て
其
甲
斐
な

つ
ひ

と
し
ざ
か

じ
さ
つ

げ
ん
い
ん

し
ら

く
数
分
時
間
に
し
て
遂
に
絶
命
し
た
り
。
年
盛
り
の
婦
人
に
自
殺
と
ハ
何
の
深
き
原
因
も
あ
ら
ん
と
色
々
に
調
べ
た
れ
ど
も
、
如

と
り
と

し
ゆ
か

く
ら
ゐ

よ
ろ

ほ
う
ば
い

何
に
も
取
留
め
た
る
跡
な
し
。
主
家
ニ
対
し
て
ハ
重
年
さ
へ
す
る
位
な
れ
バ
、
首
尾
の
宜
し
き
ハ
言
ふ
ま
で
も
な
く
、
又
朋
輩
の

む
つ
ま

ふ
う
は

ふ
し
ん

ほ
う
ば
い

間
柄
も
至
つ
て
睦
し
く
し
て
、
曾
て
何
等
の
風
波
も
な
か
り
し
な
れ
ど
も
、
唯
不
審
な
る
ハ
両
三
日
前
よ
り
朋
輩
の
女
中
ニ
向
て

じ
ゆ
つ
く
わ
い

こ
と

い
ち
じ

じ
ぶ
ん

ほ
う
こ
う

き
ふ
き
ん

折
々
述
懐
や
う
の
言
を
吐
き
し
一
事
な
り
。
其
述
懐
に
、
自
分
も
永
く
人
の
家
ニ
奉
公
し
て
給
金
を
取
り
は
し
た
れ
ど
も
、
其

つ
か

じ
ぶ
ん

た
い

し
き

や
う
す

金
を
何
ニ
遣
ふ
た
る
や
自
分
で
自
分
ニ
分
ら
ず
、
斯
く
て
は
親
ニ
対
し
て
も
相
済
ま
ず
な
ど
頻
り
ニ
心
配
の
様
子
ゆ
ゑ
朋
輩
ハ
之

な
ぐ
さ

え
き

き
う
き
ん

か
ね

つ
か

し
ま
つ

ち
や
う
め
ん

を
慰
め
、
夫
れ
ハ
益
な
き
話
し
な
り
、
給
金
の
金
を
自
分
で
遣
ふ
て
自
分
ニ
始
末
が
分
ら
ぬ
と
な
ら
ば
、
帳
面
を
作
り
て
記
し

か
ね

え
き
て
い

さ
と

し
ん
せ
つ

き
よ
ど
う

置
き
、
金
が
余
れ
ば
駅
逓
ニ
預
け
る
も
宜
し
か
ら
ん
云
々
と
諭
せ
バ
、
其
深
切
ハ
難
有
し
と
云
ひ
つ
ゝ
、
何
か
挙
動
の
穏
か
な
ら
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ほ
う
ば
い

た
う
に
ん

お
や
も
と

し
ま
つ

ぬ
よ
り
、
朋
輩
中
年
分
の
者
ハ
、
当
人
へ
ハ
内
々
に
し
て
親
元
ニ
知
ら
せ
ん
も
の
を
と
思
ひ
居
た
る
中
ニ
右
の
始
末
、
今
に
し
て

ぜ
ん
ご

せ
い
ら
い

き
や
く
し
や
う

せ
つ

は
つ
き
や
う

前
後
を
察
す
れ
バ
、
全
く
本
人
生
来
の
小
心
よ
り
逆
上
に
し
て
発
狂
し
た
る
も
の
な
ら
ん
。
或
人
の
説
に
も
、
発
狂
ニ
あ
ら
さ

か
み
そ
り

き
づ
ゝ
く

か
な

あ
わ
れ

し
か
い

れ
バ
僅
ニ
剃
刀
を
以
て
斯
く
も
見
事
ニ
自
か
ら
傷
る
こ
と
ハ
叶
は
ぬ
筈
な
り
と
云
ふ
。
何
れ
に
し
て
も
憐
む
可
き
は
自
害
の
本
人

ふ
び
ん

そ
う
さ
い

お
く

な
り
。
福
沢
氏
ニ
於
て
も
深
く
不
愍
ニ
思
ひ
、
親
元
へ
厚
く
葬
祭
の
手
当
な
ど
贈
り
た
り
と
ぞ
。

き

ふ

す
じ

ほ
じ
よ

び
や
う
ゐ
ん

も
う

に
ふ
ゐ
ん

い
や
く

て
あ
て

も
ち
ろ
ん

い

○
貧
民
の
施
療

は
有
志
者
の
寄
附
又
ハ
政
府
の
筋
の
補
助
を
以
て
病
院
を
設
け
、
入
院
す
る
者
へ
医
薬
の
手
当
ハ
勿
論
、
衣

し
よ
く

む
だ
い
か

き
ふ

ま
こ
と

あ
り
が
た

し
あ
は
せ

ひ
ん
み
ん

つ
く
な

食
ま
で
も
無
代
価
に
て
給
せ
ら
る
ゝ
ハ
誠
ニ
難
有
き
仕
合
な
れ
ど
も
、
一
方
よ
り
見
れ
バ
貧
民
も
亦
自
か
ら
償
ふ
所
な
き
ニ
非

い
じ
や
つ
か
い
げ
ふ
し
け
ん

か
う
し
や
う
せ
い
み
つ

す
ゝ

が
く
せ
つ
な
ん
も
ん

じ
つ
ち

く
わ
ん
し
や
し
ん
だ
ん

た
う
ひ

こ
ゝ
ろ
む

ず
。
内
務
省
の
医
術
開
業
試
験
は
近
年
ま
す
�
�
高
尚
精
密
ニ
進
み
、
学
説
難
問
の
外
ニ
実
地
の
患
者
診
断
の
当
否
を
試
る

し
し
ん
よ
う

き
よ
う

じ
ん
じ
や
う

そ
う
し

も
と

こ
と
に
為
り
て
、
其
試
診
用
ニ
供
す
る
も
の
を
求
る
ニ
、
尋
常
の
病
家
に
て
大
切
な
る
病
人
を
双
紙
同
様
ニ
す
る
ハ
、
固
よ
り

し
よ
う
だ
く

ひ
ん
び
や
う
ゐ
ん

け
ふ
ぎ

し
け
ん
ち
う
て
き
ぎ

し
や
く
よ
う

さ
だ

し
け
ん

承
諾
す
可
き
ニ
非
さ
れ
バ
、
貧
病
院
と
協
議
し
て
試
験
中
適
宜
の
病
人
を
借
用
す
る
こ
と
に
定
め
、
開
業
試
験
の
期
ニ
至
り

か
ん
て
い

し
め
い

お
う

こ
ば

な
い
や
く

当
局
試
験
人
の
鑑
定
に
て
此
病
人
を
と
指
名
す
れ
バ
、
病
院
ハ
必
ず
之
ニ
応
し
て
拒
む
可
ら
ざ
る
の
内
約
あ
り
。
東
京
に
て
ハ
本

や
う
い
く
ゐ
ん

く
わ
ん
れ
い

な

郷
の
大
学
病
院
、
本
所
の
養
育
院
、
芝
の
慈
恵
病
院
の
三
ケ
所
よ
り
試
験
品
を
出
す
の
慣
例
に
し
て
、
病
人
の
中
に
て
も
成
る

な
ん
し
や
う

し
ん
た
ん

う
た
が
ひ

や
す

ゑ
ら

つ
り
だ
い

の

も
ち
こ

て
い
し
ゆ
つ

可
く
難
症
に
て
診
断
ニ
疑
の
生
し
易
き
も
の
を
択
び
、
之
を
釣
台
な
ど
に
乗
せ
て
試
験
場
ニ
持
込
み
受
験
者
の
前
ニ
呈
出
す
れ

ぎ
り
や
う

け
ん
め
い

し
さ
つ

だ
し
ん
ち
や
う
し
ん

バ
、
受
験
者
ハ
こ
ゝ
ぞ
平
生
の
技
倆
を
現
は
す
処
な
り
と
一
生
懸
命
ニ
之
を
視
察
し
、
打
診
聴
診
、
左
よ
り
�
�
右
よ
り
�
�

き
よ
う
ふ
く

ぶ

き

ざ

は
い
ぶ

う
か
ゞ

の
こ

あ
ら
て

ひ
き
か

胸
腹
の
部
既
ニ
残
れ
バ
、
又
起
坐
せ
し
め
て
背
部
を
窺
ふ
等
、
殆
ん
ど
遺
す
所
な
き
ニ
至
り
て
止
み
、
乃
ち
新
手
を
引
替
へ
て

し
ん
さ
つ
ぜ
ん

し
し
ん

じ
つ
ぷ
ん
じ

し
け
ん

き
よ
う

診
察
前
の
如
し
。
仮
り
ニ
一
名
の
試
診
時
間
を
十
分
時
と
し
て
、
一
人
入
患
者
を
十
六
名
の
試
験
ニ
供
す
る
と
す
れ
バ
百
六
十

だ
ち
や
う
あ
ん
さ
つ

を
う
が
ひ

き

ざ

た

分
、
即
ち
二
時
半
と
十
分
間
ハ
同
一
様
の
打
聴
按
擦
を
受
け
て
、
横
臥
し
起
坐
し
右
ニ
せ
ら
れ
左
ニ
せ
ら
れ
て
之
ニ
堪
へ
ざ
る

げ
く
わ
し
や
う

し
ん
さ
つ

し
ゆ
も
つ

の
ふ
じ
ふ

き
づ
ぐ
ち

さ

ぐ

り

ぬ
き
さ
し

可
ら
ず
。
殊
ニ
外
科
症
の
診
察
ニ
於
て
ハ
、
或
ハ
腫
物
の
膿
汁
を
取
り
創
口
ニ
消
息
子
を
抜
挿
す
る
等
、
試
験
十
六
回
な
れ
バ
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ぬ
き
さ
し

が
ん
し
よ
く

へ
ん

が
ま
ん

た

と

が
く
せ
つ

む
が
い

ほ
し
よ
う

十
六
回
の
抜
挿
に
、
病
人
ハ
毎
回
顔
色
を
変
じ
て
我
慢
す
る
其
様
子
ハ
、
仮
令
ひ
医
師
の
学
説
ニ
於
て
無
害
の
保
証
あ
る
可
き

し
ろ
う
と

め

ぞ
く

し
の

あ
は
れ

ひ
ん
み
ん

む

ち

む
し
き

し
け
ん

そ
う
し

も
、
素
人
の
目
ハ
俗
に
し
て
之
を
見
る
ニ
忍
ひ
ず
。
尚
ほ
之
よ
り
も
憐
む
可
き
ハ
、
貧
民
の
無
知
無
識
な
る
身
ハ
試
験
の
双
紙
に

き
よ
う

き
よ
が
き

い
や
く
い
し
よ
く

て
あ
て

か

供
せ
ら
れ
て
清
書
の
為
め
と
ハ
知
ら
ず
、
医
薬
衣
食
の
手
当
さ
へ
十
分
あ
る
其
上
に
、
斯
く
も
名
医
先
生
の
方
々
が
入
代
り
立

て
い
ね
い

し
ん
さ
つ

あ
り
が
た

か
ろ

び
や
う
き

ち
や
う
じ
か
ん

代
り
て
丁
寧
な
る
診
察
と
ハ
、
吾
々
の
身
に
難
有
き
仕
合
せ
あ
り
と
て
、
軽
か
ら
ぬ
病
気
の
身
に
て
長
時
間
（
起
臥
左
右
）
の

ひ
ら
う

く

な
み
だ

こ
ぼ

よ
ろ
こ

も
と

ぞ
く
け
ん

た

が
た

疲
労
を
も
苦
に
せ
ず
、
涙
を
翻
し
て
喜
ぶ
も
の
多
し
と
云
ふ
。
素
よ
り
俗
見
に
外
あ
ら
ざ
れ
ど
も
人
情
に
於
て
堪
へ
難
き
処
な

や

え

て
か
る

び
や
う
し
や
う

え
ら

し
ん
さ
つ

と
す
う

れ
バ
、
試
験
の
為
め
と
あ
れ
バ
止
む
を
得
ざ
る
も
、
成
る
可
く
ハ
手
軽
き
病
症
を
選
む
か
、
又
ハ
診
察
の
度
数
を
少
く
し
て
、

ら
う

病
人
を
労
せ
し
め
ざ
る
の
工
風
ハ
あ
る
ま
じ
き
や
と
、
或
る
人
の
物
語
り
。

〔
参
考

石
河
幹
明
跋
文
〕

此
四
項
の
文
は
、
福
沢
先
生
の
手
書
せ
ら
れ
た
新
聞
原
稿
に
し
て
、
第
一
項
は
日
清
戦
争
の
当
初
日
本
が
朝
鮮
の
弊
政
改
革
を
支

那
に
提
議
し
た
時
の
漫
言
、
以
下
の
三
項
は
何
れ
も
雑
報
の
原
稿
で
あ
る
。
先
生
の
時
事
新
報
に
於
け
る
啻
に
社
説
の
筆
を
揮
ハ

れ
た
の
み
な
ら
ず
、
自
身
に
て
聞
込
ま
れ
、
又
は
必
要
と
思
ハ
る
ゝ
事
柄
は
、
細
大
と
な
く
自
か
ら
記
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
最

後
の
一
項
の
末
文
数
行
は
、
筆
者
が
先
生
の
申
付
に
よ
つ
て
書
い
た
の
で
あ
る
。
先
生
は
執
筆
中
何
か
用
事
の
出
来
た
場
合
に

は
、
折
り
�
�
筆
者
に
補
筆
せ
し
め
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
こ
れ
も
亦
そ
の
一
つ
で
あ
る
。

昭
和
三
年
十
二
月

石
河
幹
明
記

＊
本
頁
二
行
目
「
試
験
の
双
紙
」
以
降
が
石
河
幹
明
の
筆
で
あ
る
。

（
西
沢
直
子
）
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